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CBR保護者支援プログラム（第二期）の効果と改善点
－半年後のフォーカスグループインタビューの分析から－
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Thepurposeofthestudyistoclarifytheeffectivenessandthedirectionofrevisionsofthechildrearing

supportprogramfOrthefamilieswithhighriskpreschoolchildrenTheprogrambasedontheideaofcommunity‐

basedrehabilitationwasdevelopeｄｂｙＨｉｇｏ，sresearchgroupToattainthepurposｅｏfthestudy,thefbcusgroup

interviewwiththeparentswhoattendedtheprogramwasadopted・

AnalysisoftheinterviewwiththeparentsshowedthattherewerefOllowingsixsignificanttraitsinthe

program；（１）theexistenceofthechildprogram，（２）samenessoftheaimsandcircumstancesofeachfamily，
(3)eachspeakingcondition，（４）preparationfOrparent-childrefreshment，（５）theexistenceoffacilitator，

and（６）methodofcallingfOrattendantslnaddition,itwasclarifiedthattroublesthatparentsconfrontcould
besolvedbysuporttingeachotherwithoutaspecialist，andtheycouldgainabetterunderstandingaboutthe

knowledgeoftheprogramfOcusedbyrecognizingandencouragingeachother・Ｓｏｍｅｐarents，whowere

empoweredbythisprograIn,referredtothepossibilitiesofmanagingoftheprogrambythemselves・

Judgingfromtheseresults,itisusefUltointroducetheprogramtoarealregionalcommunityfOrsupportingto

copewithproblemsofchildrearingwhichcanbetreatedbynon-specialists，initsearlystageswithfixingthe

limitsofadaptationoftheprogramTbdeveloptheprogramintothecommuｎｉｔｙａｔａｌｏｗｃｏｓｔ，runningbya

parentgroupwillbeoneofeffectiveways・Thinkingaboutintroducingthismanagementwayoftheprograminto

acommunity,itisveryimportanttorealizeitseffectivenessandtobeempoweredfOrcontinuingandimproving

theprogrambyattendingiLOntheotherhand，weshouldpointoutimportantfindingsthattheefficacyof

empowermentoftheprogramwasnotkeepingsolong,ｉｎｓｐｉｔｅｏｆｔｈｅｒｅｓｕｌｔｏｆｂｅｉｎｇｅｍｐｏｗeredafierattending

it・ＷｅｈａｖｅｔｏｆｉｇｕｒｅｏｕｔｔｏｃontrolthisproblemfOrintroducingiteffectivelyintoacommunity．

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：ＣＢＲ,ChildrearingsupportprogramRehabilitationsystemfOrpreschoolage

が難しい事を意味している（上野2007)．

肥後（2003）は，地域社会に根ざし1．問題と目的 肥後（2003）は，地域社会に根ざしたリハビリ

テーション（CBR）の視点により，これまでの専門

家中心のIBRの考え方からのパラダイムチェンジを提

言し，地域の社会資源の戦略的運用と既存資源の再評

価・再活用の重要性に関心を向け，その取り組みが就

学前期の療育システムの構築に重要であると提唱した

肥後の研究グループは，ＣＢＲの考えに基づく「地

域での早期療育システム」の構築を目指し2008年に

就学前期の療育システムは，早期発見・早期療育の

必要性が高まっているにも関わらず学齢期における障

害児支援システムに比べると，機関の数，専門性の高

さ等，多くの問題を抱えている。このことは，施設中

心型（IBR）の療育サービス提供システム下において

は施設的ハードが確立していないと療育を受けること

＊熊本大学特別支援教育特別専攻科

＊熊本市立帯山小学校
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①保護者支援プログラム，②子ども支援プログラム，

③ボランティア養成プログラムを試行・検証した（第

一期）（楢木野・筒井,2008)．そして，2009年に①～

③のプログラムを改訂し，試行・検証した（第二期）

(宮本・百田・半田2009)．

本研究は，第二期の保護者支援プログラムに焦点を

当て，プログラム（第二期）終了６ヶ月後に参加保護

者らにフォーカスグループインタビュー（以降，ＦＧＩ

とする）を実施することで，プログラム（第二期）の

有効'性を調査しその後のプログラムの修正点等を明

らかとする事を目的とした

Table２６ケ月後の子どもの様子

(FＧＩ・電話調査・アンケートより）

2．方法

1）対象者

保護者支援プログラム（第二期）参加者４名（A，

B，ＣＤ）を調査対象とした事前に電話で趣旨を

説明し，ＦGIへの参加を依頼したＡとＢは参加し，

Ｂは夫（以下，夫とする）と共に参加したＣは参加

出来なかったためｃの母親（以下，祖母とする）が代

わりに参加したＤは事情により不参加であった参

加した保護者の子どものプログラム実施時の概要は

Tnblel，６ケ月後の子どもの様子はT1ableZの通りで

あった． で，別室で実施された保護者支援プログラムは実質１

時間～１時間20分程度であった全８回の概要は

Thble3に示した．

3）手続き

(1)期曰：Ｘ年６月Ｙ日

(2)実施方法

Ｐ大学付属特別支援学校内施設で，調査対象者に

FGIを実施した保護者支援プログラム（第二期）の

担当者である第二著者がファシリテーター，板書担当

者が参加者の発言を板書しビデオに録画した

(3)インタビュー項目

リサーチクエスチョンは，「保護者と子どもの最近

の様子とプログラム参加はどのような関係があるか」

｢振り返って，保護者は現在どのようにプログラムを

評価しているのか｣，「保護者同士の自主運営の可能性

を高めるために何が必要なのか」「プログラムの修正

が必要な部分はどのような点であるか」であった

FGIの中で，ファシリテーターが参加者に直接質問し

た内容は，「今日ここに来るまでの子どもの様子｣，

｢最近のこういう時はどうしたらいいの？ということ｣，

｢子どもプログラムの良かった事，改善点｣，「保護者

プログラムの良かった事，改善点今振り返って思う

こと｣，「3歳から５歳のプログラムへ向けての提案｣，

｢自主運営の可能性の有無｣，「自主運営の困難'性の要

Tnblel子どものプログラム実施時の概要

2）保護者支援プログラム（第二期）の概要

保護者支援プログラム（第二期）の対象者募集は

X-1年７～８月にＰ自治体Ｋ地区の保健センター乳幼

児健診担当保健師を通して行われ，実際のプログラム

は同年１０月から１１月まで実施きれたその際，ボラ

ンティア養成講座を受講したボランティアによる子ど

も支援プログラムも並行して実施している．子ども支

援プログラムは１回２時間，全８回であった．その中

ａ

４月から幼稚園の未満児クラスに在籍。加配の

先生をＡ児に付けてもらっている状態。母親

の困りは、かんしやくがひどい、「キー11」とな

る、集団行動に入れない、ずっと手を洗ってい

ることである。

ｂ

春から保育園の一時保育を週１程度利用中。サ

シカーを始めて、親子共に充実している。子ど

もの発達も伸びており、専門の発達相談でも

｢だいぶ伸びたね～」と言われている。母親も

手がかからなくなったと言っている。

Ｃ

祖母曰く、普段はママと過ごしている。用事が

ある時だけ祖母が見る。あまり言葉が出ないこ

とを気にしている様子である。子どもの気にな

る行動として、固まってそこから動かなくなっ

たり、その場から離れて行くことがある。母親

曰く、そろそろ保育園に行くらしい。

。 '情報なし。

子ども ａ ｂ Ｃ 。

』性別 女 男 女 男

年齢 1:８ ２:１１ 2:３ 2:９

遠城寺式発達指数 89.7 110.4 73.5 72.4

移動運動 89.7 116.7 83.3 72.4

手の運動 107.1 1３３．３ 73.4 72.4

基本的習'慣 ７１．４ 105.6 5５．６ 8４４

対人関係 929 105.6 833 603

発語 8１ 95.8 6３ 39.6

言語理解 92.9 105.6 72.2 60.3
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ら，絶えず比較分析を行い最終的な理論の生成を目

指した．

Table３保護者支援プログラム（第二期）の概要

3．結果

第二期プログラム参加者４名中３名（ＡＢＣの

実母［幼児の祖母]）にPGIを実施したＢの夫も同

席し，会話は４人で進められた

また，ＦGIで収集したデータをＫＪ法の手法を用い

て整理し図式化した（Fig.1）

会話は，1．親子の近況報告や情報交換の場，Ｚ子

育てにおける悩みや不安,３．話し合いによる相互支援，

４最近の子どもの変化の要因と親の気持ち，５．親子

支援プログラム（第二期）の良かった点,6．プログラ

「
ムの改善点，７．次のプログラムの提案・要望，８幼

稚園・小学校への不満や不安,９．自主運営の困難性と

可能性の９種のカテゴリーに整理された１～２の力

テゴリーは子どもと保護者の現状に関する内容であり，

3～４のカテゴリーは現在の子どもへの対応と変化に

関する内容であり，５のカテゴリーは親子支援プログ

ラム（第二期）の良かった点,６～８については，プロ

グラム改善の方向性を示している．９のカテゴリーは

自主運営の可能性と困難性を示す内容であり，そこか

ら１０自主運営に必要なものと１１．あいまいなエン８

１
パワメントが導き出された．

1）親子の近況報告や情報交換の場

初対面の参加者（スタッフも含む）が多かった為，

最初にそれぞれ簡単な自己紹介を行った発話は基本

的に司会者から質問しているが，参加者全員が話して

いる当事者の方を見て，相槌（｢うんうん」「へえ～」

など）をしたり，笑顔の表情であった表情や相槌か

らも保護者同士が相手の話に関心を抱きつつ，真剣に

話を聞いている様子が伺えた．「親子の近況報告や情

報交換の場」というカテゴリーは「子どもや親子の日

常」「夫の仕事や転勤」「くまざんクラブに対する子ど

もの記|意」「子どもの通うクラブや幼稚園の活動内容」

の４つのサブカテゴリーに整理された．

(1)子どもや親子の曰常

自己紹介の中で，参加者自らが子どもの現在の日常

生活について簡単に紹介する様子が見られた以下の

会話からは親子が過ごす時間や様子が予想される．

①/ＺＵ：今勾Eの乎月から幼稚)園'の未椒目クラスに行く

ようになりましたＪ

②/｡Ｂ２：この春から，ほんとは年少安んですけど_

ちょっと主人の転勤がまたあるもんだから，２年保育

で今j；E/at見送って一時保育とかを7(Z/用｢するように…

因」であった．

(4)分析方法

本研究では，参加者に記入してもらった振り返り

シートとPGIによって収集された質的な情報を分析す

るためにグラウンデッド・セオリーを用いた．分析の

流れは次のような手続きで行った①リサーチ・クエ

スチョンの生成を行う．②逐語録を作成する．③リ

サーチクエスチョンを持ちながら逐語録全体を読む．

④意味あると思われるデータの１行ごと，文章ごとに

ラベル付けコーディングする．⑤カテゴリーと他のカ

テゴリーを比較して，類似点や共通点のあるものをグ

ループ化しそれをサブカテゴリーとする．⑥サブカ

テゴリー同士を比較して類似しているもの同士を更に

グループ化する作業を繰り返す．そして，生成された

カテゴリー間の類似性と差異の発見を行き戻りしなが

活動名・内容 目的

１ 知り合いになりましょう

プログラムの概要,他已紹介，

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱとの情報交換

お互いに知り合いになる

話の聴き方の提案

子どもの情報の提供

２
～

｢お子さんがうまれてか

ら 、

￣

についてお話ししまし

よつ」

話し合いと、Ｓｈaｒｌｎｇ

子どものことを話す経験

自分と子どもの関係を振り

返る

３ ｢こんな時どうすればい

いの」子どもに係わるより

よいアイデアを話合う、－週

間の過ごし方の作戦を立

てる

｢5～７回のテーマを考え

よう」

お互いの係わり方につい

て、話し合う中で問題解決

を行う。ﾒﾝﾊﾞｰを相談できる

相手と意識できるようにな

る 。

自分たちでテーマを考える

ことで、参ｶﾛ者のニーズに

沿った内容になる。

４ ｢私と子どもの１週間一こ

んな風に過ごしました」

先週の話を基に１週間の生

活を振り返る

専門家の話を聞く

子どもとの係わり方を振り

返る

他者のｱｲﾃﾞｱに関心を持つ

専門家に尋ねたいことを間

いてみる

５
へ
７

｢自分たちで決めたテーマ

に取り組みましょう」

例:ストレス発散法,アサー

シヨンな自己表現,周囲の

社会的資源を調べよう，専

門家の話を聴こう，もつと

仲良くなろう

グループで決めたテーマに

取り組むことで保護者は主

体的に活動に参ｶﾛする。お

互いの知恵を出し合って活

動することは参ｶﾛ者のエン

パワメントにつながる

８ プログラム参加への振り返り

をしましょう

ﾌｫｰｶｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ・ｲンタビュー

自分の経験や感じたことを

話すことで､う゜ﾛｸﾞﾗﾑ参ｶﾛへ

の意味を振り返る

４

７

お子さんの姿をのぞいてみ

ましよう時間の後半にポラン

ﾃｨｱとの係わりを見学し､子

どもとの関わり方・遊び方

などを話し合う。

子どもの姿を第三者的にみ

る

自分以外の人と子どもに関

係を見る経験をする
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1．親子の近況報告や情報交換の渦
3．諾し合いによる相互支援 4．最近の子どもの変化の要因と親の気持ち

'二二裏二斗子育て中の自分自身を振り返る
￣－－－－－－－－

′ 、
スポーツが子どもに与えた影響

によって変化する親の気持ち

国 子どもや親子の日常

子どもの発達の伸びによって

変化する親の気持ち

’＄
■■■■■■■■■Ｉ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

プログラムの改善の方向性
２．子育てにおける悩みや不安

8．幼稚園･小学校への

不満や不安不満や不安不安 子どもの発達に関して、不安に思っていること子どもの発達に関して

唇二二二ｺ
子どもプログラムへの高いｉ

その後の集団生活への慣らし１

子どもプログラムへの高いｉ

その後の集団生活への慣らし１

子どもプログラムへの高い評価

その後の集団生活への慣らしになった
７．次のプログラムの提案･要望ラムの提案･要望

子どもが成長できる場子どもが成長できる場維
持
し
て
欲

し
い
活
動

〕－１
１
、

一
團

ボランティアによる子どもの関わり

保腹者プログラムへの高い評価￣-----,

-￣Ｉ

新
た
な
活
動

子どもと離れる事により、ほっとできる

’’
01、’011'1■■■■■、01、’011'1■■■■■、

生活にメリハリを与えた

６．プログラムの改善点ムの改善点ムの改善点フ

5.親子支援プログラム(第二期)の良かった点
回回回

９．自主運営の困難性と可能性難性と可能性

可能性困難性

１０．自主運営に必要なもの亜脛硬

亜匪亙

F二三Fｌｉｌ
Ｆ竈弓蔬司

子どもを見ていてくれるボラ

ンティアの存在

FiglFGIの保護者の会話傭撤図

←
一

色んな意見が聞けた

子どもへの

具体的な

関わり方

１１．あいまいなエンパワメント
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にまるところとかばあるんですけれどまあ楽し〈

やってるので－，今いっぱい色んなﾉﾘiinjlitを受けてるか

らう－んＪＩｒ司会/〃･行くようにまって安んか

これはきつそ_みたいなのって感じます？」/ﾗﾑ山.･今

は楽しくてしよう汐秒いって言うのがひとつでまだ

でも，友達と遊ぶとかじやないですけど－，好きを事

ｶﾞ拙来る，まあそれで６楽ｕＵ

ＡはFGI終了後のアンケート調査において「今，不

安に思っていることや知りたい事などありましたら教

えて下さい」という項目に「集団行動が出来ない」

｢ずっと手を洗っていること」と記入している．これ

らはFGIの中では出なかった内容である．

②ｒ司会/３９：○○ちゃんち，何か話とかされてまし

た〃」ｎｉＬＩ母〃..〃>か言葉が/9ｔつき〃わからない・・・

う－－ん・・・去年の暮れからだったと比べてみる

と・・・あんまりお喋りせん．うん…_/′司会/40：で

も結構増えてますよね？_/nilil母切.･出てますよ－，

う－ん，段階;か坊るんでしょうけど‘，ここでこうい

う機会がなかったらああばいかなかったのかをあと

か,_/ｒ司会ﾉｲﾉ..そうですか～=/ノ祖母6ﾉ：安んか…

言葉が・・・多くなりましたよ_／

司会者の質問に対する祖母の発言は，発言する事を

少し祷踏いながらも子どもの発達において不安を抱く

様子が窺えたしかし司会者のｒで３ﾉﾌﾞ;EF樟増えてま

すよね？」という言葉で/~出てますよ_，（省卿な

んか・・・言葉が・・・多くなりましたよｊという

発言に変化した．これは，司会者がｃの子どもの成長

を指摘したことで祖母の考えや見方に変化が起きたと

分析する．その後，ｃに電話でのアンケートを行った

プログラム終了後の子どもにおける変化について尋ね

たが，「特に変わりはない」とのことだった

週ノ行けてばまいんですけど－，ぐらい目標に行って

います：Ｊ晨近サッカーを始めたんですけど…（一同：

お－〃ﾉｰ／僧卿／〕B５．．最近ちょっと充実していま

すＪ

③倣母の存在/ａｔ重要という話題>ｳ】らノｒ司会８MafZli）

ちゃんをしにはね－ＪＧ１:頷いてウンウンノノ７t目1母４．

いやあうちはそうしょっちゅうしょっちゅうではない

ママか)用写溺坊る時ガノメちよこつとでた主－に

お泊りするくらいで／ｒ司会32.．今基本的には今ど

んな…お/afZjらちゃん力塩てらっしやるわけじゃまい…

んですよね〃ﾉﾊｶLIi母１７：うん，うん。そうです:」

r司会33.．ママと？_/ノ盟母/８．.うん．（ママとずっと

一緒ノノ

(2)夫の仕事や転勤

Ｂの夫が参加していた事もあい司会者から夫の仕

事話や転勤の話がされた．転勤の日時が決定している

ことが分かり，それを聞いた参加者達は残念そうに頷

く様子が見られ，参加者がＢに会えなくなる寂しさを

抱いていることが分かる．

ｒ司会２０：転勤/at，／afとらちゃんちの近くに行くとい

う可能性で３ない訳ですよね？-ＭＢ〃..もうなんか

全国どこに行くか分からない状藍…なんでしよ？ＧＥ

に閉〈ノノ夫：頷く．「司会..Ｆ/っ越し/ａｔノ&う近い

んですか？／/ﾗﾋﾉ２．．８月ですＪｒ司会刀：３う決ま

り？」／夫13..ですわ._／（一同.･あ－…(残念･そうにウ

ンウン…ノノ／ﾗﾋﾉ４.どこに行くかは決まってないんで

すけど／

(3)子どもの通うクラブの活動内容

このカテゴリーは参加者の発言に対して，別の参加

者が自ら話者になっていた．Ｂの子どものサッカーク

ラブに関する内容が大部分だが，お互いに持っている

情報を提供し合っている様子が窺える．

／ﾗB43..（クラブ/atノ市の，市の健創らしいで

す:ノ/ﾖ4/３．.北部の方はそんなの充実Pしてるらしいで

す…ノｒ司会万.･北部は，北部じゃなかったつけ〃」

/ﾖﾑＷ・・北部だけどちょっと…（〕ﾀＭノノ/ZlIプ：北部

は/1Ｗ〕ﾉﾌﾞ若構そういうの僻んノ…でサッカーが蝋い

場所なんですよ_//〕B科.･え〃そうなんですか〃Ａ､．

(うんうん.ノノ/]B心：え－，それは知らなかったﾉﾉﾉ

/Z4/６．．クラブチームとか（いっぱいあるﾉノ

3）話し合いによる相互支援

「話し合いによる相互支援」というカテゴリーは，

｢子どもへの具体的な関わり方｣，「お互いに持ってい

る知恵を出し合う」の２つのサブカテゴリーに整理出

来た．

会話の流れは基本的に司会者から発信しているが，

参加者が子育てにおいての困りを発言する事は，スト

レスを発散，情報交換，自分の経験が他の参加者に役

立つ経験，参加者が子育て中の自分自身を振り返る良

い機会になったと思われる

(1)子どもへの具体的な関わり方

発話は司会者の／最近…これはこういう時はど

うしたらいいの？っていうみたいを事ありますか？」

という質問から開始している．話題提供者となってく

れたのは祖母とＡであった．発言からは，祖母とＡは

子どもへの関わりの中で，困りや戸惑いを抱いている

2）子育てにおける悩みや不安

司会者の質問に対して，保護者Ａと祖母の発言から

は子どもの発達に気がかりな点があるという事を示唆

する発言がある

①ｒ司会30..z晨近/ａｔじゃあ，もう今お話されたけど

幼稚園はつつがなく…」/ﾖ4ﾉ０．.う－ん……うん．Ｏ讃

〈ノノｒ司会31.．うん，まあ，つつかなく_//ﾗ4ノノ.･気
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かんしゃくは起こしてました，で５，２歳代やっぱ

うんＪ/ﾌB“.･う――ん…，でＷＩ７>ｳ〕手をあﾉﾌﾞﾂﾋｦ〃

とか一物蚕投ﾉﾌﾞたりとかば厳し〈怒る．′やっちゃい

けまい事でしょノって.・・・.」

様子が観察された.（以下，斜体はカテゴリーに該当

する会話）

①/~祖母34.でＷｊ７か，これを熱いの/iill1ろうと例え

ばしたとするじゃん〃「それ，熱いよ－ノって言った

ら何かすぐ１画'まってこ－つやっていじけた様な感じ

にならす畔がこれいい事…衣のかま－ども思いつ

つ,_/ｒ司会刀：それは怖く言われるんですか？ノ／ｉｆＩ

母万../~自ら_ノダ､〆よっノってちょっと声かﾌtきくま

るじゃないですか－…そういう時次あ～ちょっとい

かんかつたかまあ～ってどう安んでしょう．ノ吉>ｳ汰

さいんですよ，私.／

②/ZU9：最近かんしやくがすごくて－，自分が１番

じゃまいとダメで上の子たちの何か色々やって上

との…キー〃って_Ｍ420..何でも，とにかく自分が

１番じゃないとダメ侃弟とノ年汐辮れてるから，

ｊ結構ちやほやされてることが多いから，どこでも通

ろって思ってる．拝にすぐ上の子に対しては真似

もしないので絵を撒いていると横から敗り上げて

ビャーって描いたりとか…それでちょっと怒ると

キー〃って物汐飛んで来たり，（司会：あ－ばんと？ノ

…します:」

(2)お互いに持っている知恵を出し合う

ここでの発話は，（１）で話題提供者となってくれた

祖母とＡに，他の参加者が自分の子育て経験からの知

恵を素に，一緒に考えアドバイスしている様子が観

察された

①ｒ司会〃･え危凌い時とかばとX/を風にされてま

すか？ノ/ﾌ４１７：先に言ったりします：先に／；熱いか

ら触らまいでぬ－」とか言って，雛/zえ所にそれで

６触ろうとした際にはやっぱりおっきい声ｵ出ます

～イー/′司会方.･ほお～，なるほどなるほど先に言

う，かなり名案だね〃_//~祖母３７：ふ－－ん，なるほ

ど－ﾉﾉﾉｒ司会巧：のに向かってノ危ないこととか，

何か…〃ノ/]B刃：５う３歳半凌ので－…_/ｒ司会77：

もうおつきいかられ～」/】B刃..熱いものとか…基本的

に/at熱い状競どうだる？汁とかね－…冷ましてや

る…届かない所に熱いうちは萱いといて－，…え？／

…うん….ノｒ司会78.･まるほどやっぱここ／人だか

ら手力溜くんだよＣＢ･そうなんですよノ冷まして渡

すという…，うん，手ｶﾞ涌かを<まるノル)つばいいる

と…ノ/〕B〃.．そうですよね－_/ｒ司会刀..熱いまま，

置かれてる（笑ノぞこにノ/Ⅶ傾いてウンウンノノ

/ﾌB6/：やっぱ言うしかまいのかま－…_/ノブiLi1母３８Ｊ

ぴゅ－って（/zi7こうに行って）いじけらす‘んＪ

/]B6n怒られた－って,思ってるんでしょうね._／

②′司会ｗ･のヘノキー〃つとかつてあります〃」

/刀田：う――ん…うちはやっぱ兄弟がいないから－，

そういうトラブルは少ない方だと思うんですけど－…，

4）最近の子どもの変化の要因と親の気持ち

「最近の子どもの変化の要因と親の気持ち」という

カテゴリーは「スポーツが子どもに与えた影響によっ

て変化する親の気持ち｣，「子どもの発達の伸びによっ

て変化する親の気持ち」の２つのサブカテゴリーに整

理出来た．

(1)スポーツが子どもに与えた影響によって変化す

る親の気持ち

Ｂは子どもの発達に良い影響を与えた要因としてス

ポーツ（サッカー）であると答えた．ここでは，祖母

とともにスポーツが子どもに与える影響としてＢと祖

母２人の会話が進められている．祖母には参加者であ

るｃの子ども以外にも，スポーツをしている小学生の

孫がいる為，Ｂとの会話が弾んだと考えられる．

ｒ司会９８．スポーツいいま_って偲われるノ〃ノ

ノiiLI｢母芋４．いやあ～，違います－－．何か，完全鯵に

自立〃もう気持ちの上で自立しる．何かこうなりた－

いとかってねＪ/〕B刀：分かる気がする．夢見てる

憧れっていうか…」/~祖母灯：憧れてますよ．出来る

人に対して-ＭＢⅣ.･大きくなったらこれをしたいって

……いいと思うＪ/~;曲目母４６１１７歳４歳でしたつけ〃」

/｡B万・､今度午歳にまりま抗ノノ祖母牛7:大事でしょう

ね，そこはね－，４歳って何も分からないのに－／ｒ司

会〃.．憧れ刀坊ろ所がすごいですよね－，その年代

でノノ祖母苧８Jう_ん，レルjですよね．４歳っていう

その年代で_/旧乃：そうですね－．もう，，恵まれて

るかまってそれは思いますわ._/「司会IOC：い叫訴期

にいい３のに出会ったね-.-ＭＢ77：うんうん.／

(2)子どもの発達の伸びによって変化する親の気持

ち

子どもの成長により，今と半年前でＢの気持ちに変

化が生じたと考えられる発言がある．（以下，斜体は

カテゴリーに該当する会話）

ｒ司会86:2歳代ばけ』んしやくガジあったみたいを

感じで今言われましたよれ〆今はあんまり_って感じ

ですか？-ＭＢ命.･そうですね－，あんまり最近は…何

か，忘)/zちやうじゃないですか，司目の辛かったこと

とか-．２歳代っていって‘ついこの間だけど－，私

にとってはだいぶ茸過去の話で今の悩みって言わ

れたらどうかま－？伎の方を見るﾉ／/２夫I叺別に

…._/ｒ司会〃.･でも穏やかにまつたをあと思われるの

は，年齢のせい〃_//】ＢＭ･はいﾉﾉ掴はそう思っていま

す－．そういう/HK鋪ﾚｳ砿&毎/９，だいたい定期的仁発
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達の７汚談で車/日'7のﾌﾟr烏生に診て&らってたんですけど－，

その先生にここ３ケ月にノ回をんですけど－，ここ

３ヶ月でだいぶ徹ぴましたね－って言われて多分こ

こ数カ月くらいでだいぶ手力灘れだような気がしま

す:ノ/~iiLil母勿.．(成長オリすこい勢いなんですね－.」

/】B砂..そうですね－．思いますね－._／

麦すか？覚えてない？／/Ｂﾉ08..パパの`駐車場が２っ

て初めてその…数の/ijlf)念オツ「司会/刃:日常生活

でも言葉汐拙たんですわ，その数字に関する事ガツ

/ﾗＢＪ〃..嬉しそうにノはいﾉﾉﾉ

③ボランティアによる子どもの関わり

Ａは，ボランティアによる子どもとの関わり方につ

いて，親が気付かない視点で子どもと関わり，それを

見て親が子どもの新しい部分に気付くということを示

唆する発言をしている．ボランティアと子どもの関わ

りを客観的に見て，普段の生活を振り返る機会にも

なっていると分析する．

ｍ８：色んな種類のお&ちゃ汐坊つえの汐捜かつた．

やつ/af2お家だと好きを物だけにまって来るから～…こ

れは淳意だけどこれはちょっと触るのｶﾞ苦手だとか

とかかぅうしかって…ノ′司会ﾉ36.．そうですね，家でのお

もちやって子どもか好きな物を買うから～やつ/gf3パ

ターンが)(2)(通ってくる傾)zi7力坊りますよね，臼ﾅと；

ねえ，色んなのか笏ろとこのてだとこう遊ぶんだと

か-,-Ｍ49：それもちゃんと教えて‘らえてこうす

ると楽しいよ～って…そういうのを教えて３らったり

出来たのが-，すごく良かったですね._／

(2)保護者支援プログラムへの高い評価

「保護者支援プログラムへの高い評価」は「色んな

意見が聞けた｣，「子どもと離れる事でほっと出来た｣，

｢生活にメリハリが出来た」の３つのサブカテゴリー

に整理出来た．

①色んな意見が聞けた

参加者達は，毎回テーマに応じて話す機会が設けら

れている．その中で，全ての母親が自分の経験や思っ

たことを話し，みんなで考えたり，共感しあっていた

同じ話題を共有し，互いに話すということは，参加者

同士の情報交換やストレス発散，思いを共感する機会

であったと分析する．

瓜刃:お話しするっていう機会が左かまかをかつえ

のですごくリフレッシュにまったし，色んを意見３

開けたので一・・.楽しかったでまノｃに電話でアン

ケートを行った時３，７色んまお母さん達の話を聞く

こと汐拙来て良かった／と話していた．

②子どもと離れることで，ほっと出来た

本プログラムは子どもと親が離れそれぞれが別室

にて行われた．以下の会話からも分かるように母親

と子どもを少しの時間離し親がゆっくり出来る時間

を作るだけでも保護者のサポートにおいてとても有意

義であったと分析する．

／］Bノブ：何か月ぶり？とかというレベルだったん

で・・・別にめつちや'雛/zたいという訳ではないんで

すけど－，離れる鮮間がこんなにもホッとできるの

か－，とか．.］

5）親子支援プログラム（第二期）の良かった点

「親子支援プログラムの良かった点」は「子どもプ

ログラムへの高い評価｣，「保護者プログラムへの高い

評価｣，「子どものくまさんクラブの記憶への親の驚き

と喜び」の３つのカテゴリーに整理出来た

(1)子どもプログラムへの高い評価

「子どもプログラムへの高い評価」というカテゴ

リーは「その後の集団生活への慣らしになった｣，「子

どもが成長できる場｣，「ボランティアによる子どもの

関わり」という３つのサブカテゴリーに整理出来た

①その後の集団生活への慣らしになった

Ｂは子どもがその後の集団生活にすぐ馴染めること

が事が出来，自身も託児付きの歯医者に行ける事にす

ごく喜んでいる．それは，ここでの活動が子どもに大

きな影響を与えた事を指摘している

／〕B8/：子どもが－その後の集団生活にすごく，Ａ;W染

め…うんうん…あの鯵にやつ/a(;最初は泣いたけど－，

その後にこう溺と会えんだ－つでその畔はその…先

生と信頼関係を結ぶこと汐拙来るんだとか－，そこま

で分かってるかどうか/at分かんないけれど-，でも掌

入に…結構うまく行けたので－，多分…○○ちゃん

Ｇ１の子ど&ノ６それで位かをかつたんじゃないか

まあっていうのはあるけとソ/]B〃.．その後，だから一

時保育に…本当だったら幼稚園｢なんですけど多分

仕勿』らノすんまり泣かずに行けた…（凡だと思うﾉ．

jBZ/えば詔日がさの歯医者さんだとか，そういうとこ

でも泣かずに…（ｱﾃけるノノ

②子どもが成長できる場

Ｂはプログラムを振り返って，子どもが親と離れる

事により，親以外の人とも信頼関係を築き，その環境

の中で新しい事を学習してくれたことに大きな喜びを

感じている．

／]B/０７．.親とか以外の人で３…こんなに目のことを

ちゃんと（よくノしてくれるんだっていう人がいろっ

ていうこと力研かつただけで‘すごい，△△仔ど

６ノにとっては良かったし…だから誰って話仁をりま

すよね？先生と・・・jijt字刈団ﾘｦﾘﾉでその子の興味に応

じて…して‘らっだのでうちの子の場合数字にすご

く，関心汐秘ってそういう時期だったので・・・ス

ムーズに数字か言えるようになったのもあるし・・・」

r司会ﾉｲ９：（パパヘノなんか，数字の話とか聞かれて
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2つのサブカテゴリーに整理された

(1)時間

Ｂの子どもは参加者４名の中で一番月齢が高かった

当時2歳１１ケ月だったＢの子どもやＤの子どもにとっ

ては，プログラムの時間を長くすることで効果が上が

るとＢは考えていると分析する

／]B〃回数とか，ま色やiｹﾞﾙ91?｢ｵ坊るってのも，あ

れ安んでしょうけど同じ艀間矧ﾅ出来るんだったら，

回数eは‘うちょっと少なくてdいいけど時間は長い

方がいい…でも２歳/目はきついかを～Ｊ/］B８６：そう

そう，乗ってきた頃にパイパイってまってるので-．

う－ん…。△△のの子どもノもだし，拝に○○言

のの子と゛&ノガ￥ういう感じだったんで_／

(2)回数

Ａの子どもは参加者４名の中で一番月齢が低かった

当時１歳８ケ月だったＡの子どもにとっては，プログ

ラムの回数を増やした方が効果が上がると，Ａは考え

ていると分析する．

瓜27:寝てたので－，時間はその主まででも償/ｚ

た頃に緯わりだったので-,-/ｒ司会122..8回'力約～_／

/｡428..ちっちゃい子は３つと回数)ｸ笏つえ方>がいい_／

r司会I刀.．もっと短くてもいいから-，回数)ｳ張い方

が…ノ瓜29.．いい，ですけとね～と／

③生活にメリハリが出来た

本プログラムの参加者は育児と家事に追われた専業

主婦であり，家の中にいることが多かった以下の会

話からも分かるように週に１度，親子で出掛ける機会

を作ることは，それまでの生活リズムに良い影響を与

えると共に，親子がリフレッシュする時間を与えたと

分析する．

／｡BI夕:後，定JiWlﾌﾞﾀにやっぱりあろっていうのは自

分か；他に子どもも兄弟もいないムヂどｄもまだメウ

イi鑓７とか行っていまいので主人が会うihfに行ってしま

えばもう…ダラダラしてる？区切りがまいんですよ

ね．だから月曜日なり，毎過り可Ｈ１雪日にこれに行くっ

ての汐坊ろから，メリハリにはまってましたね._/ノ祖

母解.･メリハリっていいですね.ノ/]B〃6.．う～ん，で

すね，うん．何曜日はこれ汐坊ろからって楽しかっ

たですよ，自転車で来てた時６Ｊ

(3)子どもの「くまさんクラブ」への記憶への親の

驚きと喜び

司会が今日来るまでの子どもの様子を尋ねると，Ｂ

と祖母は自ら話者になった．Ａも司会者から様子を聞

かれると普段の幼稚園とここでの違いを踏まえながら

話す様子が見られた子どもの記憶が半年経った今も

維持している事に参加者達は嬉しい様子が観察きれた

／~祖母７:車から降りたらね，ニコニコしでまんか

こっち方/ZＷこれＪ７司会33.．ここだ_みたいな？_／

niLI母８:一人でこう，向かいました._/′司会４１．○○

ちゃん，さっき泣いていましたよね？ノ瓜3..泣いて

ばいないんですけどやっぱり…ノ′司会卒２．.ここは

別)ﾌﾟzろ場ﾉﾜﾃみたいを？ハハハ…_//Z1イ：旱r降りる畔か

ら…ノｒ司会43：ちょっとヤバい，みたいな？-Ｍ4ゴ：

うんｊｆｵr稚園｢は全､然大丈夫なんですよね－．（￣同：

ふう～ん.ノ泣いたりもま〈て振り返ることなく行

くんですけどここに来たとたん泣くＪｒ司会灯:離

れまきやいけまい場ﾉﾌﾃじゃん（って泣くノ？ノｍ７：

傾いてウンウンノ覚えてるから逆にそういう風に…

（ウンウンノー//ﾌBI9.．△△は，‘_ご連絡頂いた時から

すごく楽しみにしてて_／（￣同：へえ－－－〃／（驚

きノノ／】B2０.そう，／imかあったら（麦さんクラフソ

カ笏ろよって言ったらそれを楽しみに（一同/へえ

～～～、そういった感じでここ来る道も覚えていま

した．肋つちへ行くんだよ_／って_/ｎｆＩ１母、､２ヶ月

かを〃少し前にね，椅子に座ってたら，前に来てから，

これ（ﾗE進と/'ツして見せましたよノ/~祖母〃:ここで

覚えたのをして見せてくれたんだな～と思ってほお

～っで思ったんですよ」

7）プログラムの提案・要望

「プログラムの提案・要望」というカテゴリーは，

｢就学前クラス｣，「就園前クラス｣，「3～５歳対象の活

動内容」「個別での書字学習」の４つのサブカテゴ

リーに整理された．

(1)就学前クラス

Ａの会話からは,３歳未満の子どもと親が集うサーク

ルは各保健センターにあるが，年齢が高くなるにつれ

て親子が集う機会が少なくなることを示唆する就学

を直前に控えている親は不安も多く，年齢が高くなっ

ても子どもや親のサポートを行う必要があると分析す

る．

／ﾌ430:それはﾉﾀﾙfば来春から小掌生とか，年長さ

んだけていうクラスとかば出来まいんですかね？例え

は土曜日に－，そういう子を集めてていうか－－／

/ﾌ434′でも…多分私達くらいの２歳とか位/afw結構

保健センターとかに行って５，そういうサークルが

あったり，また全然違うけど－，あるんで－，逆に－

３つと上を～，しっかりしてもらいたい_／

(2)就園前クラス

参加者は本プログラムが子どもに与えた影響を高く

評価しており，本プログラムで経験・学習したことは

集団生活に入る前の'慣らしになり，子どもにとって効

果的であったと発言しているよって，本プログラム

6）改善点

「改善点」というカテゴリーは，「時間｣，「回数」の
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で対象にきれた就園していない３歳未満の子どもと親

が集う機会を設ける事は，親子をサポートする上でも

大変重要であると分析する．

ｒ司会１万:今の話はだから，幼稚園'の；すif園'前/atJjif園

前でなんかちょっとそういうワンステップ勿場汐坊れ

/gfZで_という事だし，小学校/afz/､学校の前XjI稚園か

ら小学校｢の間みたい左場汐笏って一・・・」瓜３３：だ

から両方作ってみる〃…今〕回'は．ちょっと大変ですけ

ど－，人数を限って今今Eは人数イヴ人位にして就

園'前の子と；すf学前の子のグループを作る…ノ

(3)３～５歳対象の活動内容

参加者に「3～５歳の子どもを対象にした場合の活

動内容」についてたずねたところ，トイレタイムの有

無と戸外遊びの提案がされた．

／万/〃.･3歳から５歳になると逆にトイレタイムは

いらまいかを…う_ん…行きたい畔に…ノ「司会〃２：

自分がアテ〈ってことをその畔に言えるっていうのも大

事か３ですね～、行きたいですみたいまねＪ/ﾌB/〃：

出ないのに行くって差F精だと思うので～，…あとそ

うですね，夕)(遊びとか汐拙来る環境だったらそういう

の‘耽り入れた方>がいいじゃまいかをノ

(4)個別での書字学習

参加者には子どもの就学という目標があるために，

文字獲得や書字学習において不安を抱いていたそれ

らの不安を解消するためにも本プログラムの個別指導

で，子どもに応じた指導をして欲しいとの要望があっ

た．

／ﾌ4Ｗ:幼稚園でもﾉﾌﾞ;EF溝みんな出来るのに自分汐聲〃

まいとかでやらまくまったりどかする子もいるん

で－…，そこら辺をちょっとして３らうと楽しいって

思って書き出したりすると思うので－Ｊ

度教rえてはもらえるんですけどやっぱでも遅れてる

子に関しては左かまかこう…手ｵ瘤かまい…さっき

言ったみたいに鞠がLj､配してちょっと尋ねても，そ

ういう風なこと言われる事が多いんですよね．クラス

の先生に言われると親も励っそうかを…_／って患っ

て錯局そのままにして…ノ

(2)小学校への不安

Ａは小学校に通う兄弟のことで，学校側の対応に不

満を持っていたその事から，参加者は小学校への不

安を抱き，学校側の子どもに対する適切な対応と－人

ひとりの子どもに応じた支援を求めていた

／ﾗ436:小学校に入って今桴に塾とかに行ってる

子が多いんで計算まで出来て当たり前みたいまとこ

ろで始まったりとか－.．」旧巧..あつそうなんで

すか〃_/ｒ司会136：そ，そりゃ学i徒>ｳ漂い〃ノm37：

学狡汐癖いんですけど－，そういう扱いだった〃と

か-,-Ｍ495：え_そうなんですか〃」/ﾌ438..…学校

に行けばもっとこう…手汐￥っ/刀こまるとか_…お

家でしてきて下さいとか….…それは得ﾂｦﾘﾉな学含校…僧

衣を見てフですよれ2?_/ｒ司会137:いやあ，学it効癖

いんじゃましＷ（i笑ノノ瓜39..そういう所もあったり，

でもﾉﾉ学狡次第という次先生次第で３あるんですよ

ね.-ＭＢ９８：いや掴には何十年も前の話だiから…，

小学ｨｉｒ入って幼稚園で字ｵ読めるよう仁ってのも

まってたのあるけど－，で‘とりあえず：あいうえお

から習うじゃまいですか－…，jiit字山〃から…だか

ら－－Ｍとｗ:ﾉ結構ii盛>ｸｺったりするんですよ，そこが／

出来てる子か多かったりするでしよ？ノ/]B〃:出来て

るものってまってるんですかね？_//ﾗ4〃－応するけ

ど＆うﾌﾟ(Ｍ］ってるよね－…みたいを，あとは６う子

どもが…そのうち償/zますよ－って言われる先生もい

らっしゃるムノ/]BI00:最初につまずいちゃったらも

うずっとあれですよね，ポロポローってまっちゃいま

すよね〃/ﾌ443：まっちゃいま式子どもも楽しくな

くまるんですよＪ/Z4打：やつ/afL子どもって正直に言

うじゃないですか，／~書けんと－？ノとか.ノ′司会

139:/ａｔあ一・・・慨息をついて肩逹落とﾌｶ瓜卒6..

それでもね－，言い返せる子はいいけど…うん…ノ

/~iiH母乃:晋通にまってくればですね～．．だんだんね

～Ｊ/ﾌB川：まんか，それがつまづきの第一歩とかに

衣ったらね－Ｊ

8）幼稚園や小学校に対する不満や不安

「幼稚園や小学校に対する不満や不安」というカテ

ゴリーは，「幼稚園への不満｣，「小学校への不安」の

2つのサブカテゴリーに整理された．

(1)幼稚園への不満

Ａは幼稚園の対応に対して，子どもに何も支援され

ないまま「そのままにされている」という不満があっ

た．Ａは幼稚園側に子どもに対して何らかの支援を求

めており，十分に対応されない不満を持っていた．

①/｡4刀：やつ/aE2動z稚園とかだと男の子7ｓ>からとか'

早生まれだからとかいう所でそのままにされてろっ

て子が多いんですよね._／

②/刀舛：小学校に入る鯵のステップって－，うちも

だいぶﾌﾟtﾃの詰まんですけど－，幼稚)園iがそういう茂割

/ａｔないんですか？幼稚園Ｉ深i壹園とか…ノ/ﾌ436..幼稚

園は…いち右字とか多iif字とか一そういうのはある程

９）自主運営の困難性と可能性

「自主運営の困難性と可能性」は「困難性」と「可

能性」という２つのサブカテゴリーに整理出来た

(1)困難性

「困難性」というサブカテゴリーは，「話が深くなら

ない」「子どもがいる環境」「集まるきっかけがない」
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という３つの構成単位に整理出来た．

①話が深くならない

Ｂは普段の母親同士の会話では，本プログラムで話

せた会話をする事が困難であるということが分かる発

言があった．

ｒ司会ﾉｲ７．.ママたちでこん審場をやるつてうの

は一・・・や九そうっていうか難しそうと思われま

す？ノ/］B〃８：ママ友だけでってことですか？ノｒ司

会：ママ友っていうか，そうですわ，自分たちで何〉ｸｺ

やる－…って（いうの/ａｔﾉｰ／（15秒Ｚｒ黙・・・ノ／ﾗB〃９：

う――ん…まんて言うのかま～友>達にまってしまっ

ているのでこういう議論じゃまいけどまあまあみ

たいを話にはまるけど一・・・う～～～～ん・・・.」

/弓iiH母伍：(話か)深くはまらまいですよね.ノ/]B/20..

ですね-.-1

②子どもが常にいる環境

司会者が「ママたちでこんな場をやるっていうの

は－．．．やれそうっていうか，難しそうと思われま

す？」と質問したところ，母親が置かれている環境が

分かる会話がなされた．

／祖母価：儲オリ深くはまらないですよね」

/]B/２０．ですね－．まんていうのかを・・・_/／７iH母

而：申断されるでしよ？ノ/Ｈ２1.それもありますわ．

子と゛肋常にいるから…この話をこう話したいっての

も出来ないし－Ｊ

③集まるきっかけがない

参加者達は，自主運営をすると仮定した時，どのよ

うに同じ目的意識や同じ環境に置かれた保護者達を集

めるかについて，きっかけ作りの困難性を指摘した．

ｒ司会/刃.･ママたちでですね，どうにかしてそれこ

そマニュアルみたいを感じでＡさんに渡してＡさ

ん力洞ｃ目的それこそさっき言われたけど－集まっ

てですね－，そんなイメージ？・・・どうかまあ～と

思ってそれにはﾉﾘ耐難い)のかをあと思ったり〃」

/ＥＩ２４集まるきっかけが難しい…ノ′司会川：

あ－－…きっかけ作'1Ｍ約～，どう呼D1i>Ｗﾅるかとか

ですね．・・・そうですね，目的を持った者汐準まれ

ばまだしやすいか６ですね～._//ﾌBI”：どこでそれが

あってるのを知るかとか…ノ瓜匁:声掛けにくかった

りするんですよノ/】B/２６：あ－－－－（/司感ﾉｰ/ｒ司会

/〃‘をろばと胸～…悩み芽ってろ〃ってわ（笑ﾉｰ／

/Z1刃.･こっちから見て超気にまる〃って思っても，お

母さん/at気にしてなかったり，余計蚕御世〕話しちゃっ

たりするから，・・・難リン．．.-ＭＢ１２７．．やっぱ

り公Fｸま機屋7じゃまいとそこは難しいかま_って気/ａｔ

しますL/ｒ司会川.･誰か他からバツとね.ノ/]B/28.．

そう，うんうん」

(2)可能性

「可能性」というサブカテゴリーは，「司会・進行の

存在」「同じ目的意識」「同じ環境」という３つの構成

単位に整理出来た．

①司会・進行の存在

参加者にとって司会・進行の存在は，話を進める上

でとても重要であり，話の内容を深めるための仕掛け

役でもあることが分かる．

／]ＢＩＩ７：ママ同士で多分話したら，こういう流れに

はまらないか衣あと思うんですけど司会進行して

くれる人力櫛にいるから－，まとまるっていうか，だ

と思います:ノ

②同じ目的意識

参加者からは，母親だけではプログラムの運営は困

難であるという事を示唆する発言がなされたが，Ａか

らはプログラムの自主運営を前向きに考える為の発言

が観察された．

（7秒Hjlh黙・・・ノ／ﾗﾑＷ：お友達とかだったら，そう

いう話しっかり自分も考えまいって…出来まいです

けど同じ目標ていうか目的〃汐坊って集まれば－，

こういう話は出来ると思いますMllii線すること&ある

けど－，でも戻って来れると思うし－，しっかり同じ

よう参ごと考えてるお母さん達ﾉｳ嘆麦れば－．.出来

る（と思うﾉＪ

③同じ環境

Ｂの発言はここは「子どもの発達に気がかりを持

つ保護者のための集団」であるという事が意識されて

いる発言である．同じ環境で，悩みを理解し互いに共

有できる母親同士が目的意識を持って参加すれば自主

運営も可能であることを示唆する発言であると分析す

る．

／ﾌB/皿：司目サークルとかともまたちょっと違うと

思いますＪｒ司会ﾉｨ９：とＸ/まとこで催うのノ〃ノ

/Ｂｉ刀：司目サークルはやっぱママ友を見つけるのが

目的で－，この，目的って…う――ん…ﾉﾀﾜﾉえばこうい

う悩み汐坊ろからこう……にこに来ているというオリ

司目サークルに行っても，日常の話しかしまいノ

4．考察

今回得られたデータは，調査対象人数は少ないが，

実践の場において核心をついており，本プログラムの

効果を説明し，解釈するのに有用であると思われる．

また，そこから導き出されたデータを基にして保護者

支援プログラム（第二期）の有用な点と改善点を探り，

自主運営へ向けた方向性について考えてみたい

1）保護者支援プログラム（第二期）の有用な点
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本研究に参加した保護者（A，Ｂ，Ｂの夫，ｃｃの

実母［cの祖母]）は，ＦGIと電話調査（Ｃのみ）によ

る結果から保護者支援プログラムに参加して良かっ

たといっていた本研究のデータから導き出された保

護者支援プログラム（第二期）の有用な点は，（１）

｢子どもプログラム｣，（２）「同じ環境や目的｣，（３）

｢話せる環境｣，（４）「親子がリフレッシュする機会｣，

(5)「司会・進行の存在｣，（６）「呼びかけ方法」の６

つに整理出来た．

(1)「子どもプログラム」

参加者は，並行して実施した子どもプログラムに対

して，「集団生活への慣らしになった｣，「子どもが成

長できる場だった｣，「ボランティアの関わりが良かっ

た」と評価している．発達に気がかりがある幼児は定

形発達の幼児よりも集団生活開始時において配慮が必

要であり，本プログラムは集団に入る前のリハーサル

の場としても効果を上げる可能性があると考える．ま

た，子どもは初めて親から離れ，家族以外の人と一緒

に過ごしたその中で，最初は出来なかった事が回を

重ねる毎に出来るようになったり，親が気付かない子

どもの－面を知る機会になっていた．子どもの変容や

成長を感じることは親の喜びへと繋がっていたそし

てボランティアと子どもの関わりを見て，親が普段の

子どもとの関わりを振り返ったり，学ぶ機会にもなっ

ていたと考えられる．このように考えてくると，子ど

もプログラムが親子に与える影響は大きく有効であっ

たと考えられる．

(2)「同じ環境や目的」

Ｂのｒ罰目サークルはやっぱママ友を見つけるのが

目的で－…Ｇ萱略ﾉｰ／という発言からも分かるように

ママ友を見つけることが目的である育児サークルでは，

本プログラム中で話す内容を話す事が困難であること

が分かった本プログラムの参加者達は，「子どもの

発達に気がかりを持つ保護者」であり，同じ環境で，

お互いに持っている悩みや不安を理解し，互いに共有

できていたプログラム終了後のアンケートの「自分

たちでマニュアルを手がかりにサークルを運営するこ

とは可能か」という質問でも４人に自主運営の意思が

あった（宮本,2009)．これは，本プログラムが参加者

にとって有効でエンパワメントされていたことを示唆

する．

(3)「話せる環境」

母親達は普段の生活において，母親同士で話をした

いが，子どもが常にいる環境ではゆっくり落ち着いて

話をする機会がないことが分かったしたがって，母

親だけで話す場を作るためには，安心して子どもを任

せられる存在の確保が必要であると考えられる．本プ

ログラムでは，母親がボランティアに子どもを預け，

子どもと保護者が離れて過ごしていた．保護者は子ど

もと離れる時間が１時間という短い時間でも，会話す

ることでストレスを発散し，レスパイ卜していた．ま

た，保護者同士で会話することは，互いに元気づけ，

エンパワメントに繋がっていたと分析する

(4)「親子がリフレッシュする機会」

本プログラムの参加者は，育児と家事に追われる専

業主婦であり，家の中にいることが多かった会話か

らも／主人が会うＷご行ってしまえばもう…ダラダラ

してる？区切りがまいんですよね」とあるように

本プログラムで週に１回外出する機会を作る事は，生

活リズムを整え親子にとって良い影響を与えていた

外出することで，親子の楽しみが出来，リフレッシュ

することに繋がっていた．

(5)「司会・進行の存在」

普段の母親同士の会話の中では本プログラムで話せ

たような内容を話す機会がなく，話が深くならなかっ

たり，考えたりすることが困難であるということが分

かったしかし，本プログラムにおいて参加者達は普

段話せないような子育てにおける悩みや考えを話し

それらを互いに共有する事が出来ていたそれには，

話を進め，深めてくれる司会・進行の存在が大きいこ

とが分かった．司会・進行が話を進めてくれることに

より，テーマからずれることなく話が出来，参加者全

員が話に参加する事が出来たと分析する

(6)「呼びかけ方法」

参加者達は，自主運営をすると仮定した時，どのよ

うに同じ目的意識や同じ環境に置かれた保護者達を集

めるかについて，きっかけ作りの困難性を指摘した．

気になる保護者に自分から声をかけることは相手の気

持ちを害するのではないかとの不安があり，情報の提

示の仕方や，呼びかけは公的機関の協力が必要である

と考えられる．本プログラムの参加者は，Ｐ自治体Ｋ

地区の保健センター乳幼児健診担当保健師を通して，

参加者達に声が掛けられた今回の呼びかけ方法は，

参加者にとって参加するきっかけになり，有効であっ

たと分析する．

3）保護者支援プログラム（第二期）の改善点

宮本（2009）によると，プログラム（第二期）の

効果として「保護者同士の話し合い」は，「1．よい情

報収集の機会｣，「２自分を振り返る機会｣，「3．自分

の情報が他の保護者の役に立つ経験｣，「4．仲間作り｣，

｢5．ストレス発散｣，「6．エンパワメント」の機会を

与えることが分かった

本研究では，ｌ～５の内容は確認できたものの，「6．

エンパワメント」に関しては維持されていなかった．

また，ＦGIの中で明らかになった改善点として「時
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問・回数」が挙げられた．

(1)エンパワメントの維持力

宮本（2009）によると，プログラム直後の参加者

は全員エンパワメントきれており，自主運営に関して

も大変意欲的であったしかし，６ヶ月後の本研究で

は，自主運営に前向きな姿勢が見られた保護者は１名

であり，暖昧なエンパワメントとなった参加者は，

意欲の高まりや仲間関係を維持していたにも関わらず，

それらを維持する事が出来なかったプログラム終了

後は自主的に参加者同士で会ったい連絡を取り合っ

ている様子は見られなかったしたがって，参加者の

エンパワメントを維持し，保護者間のピアサポートが

継続する手掛かりとして，プログラム終了後も定期的

に連絡を取り合ったり，顔を合わせるなどのフォロー

が必要であると考えられる

(2)時間・回数

参加者はプログラムの回数や時間に関して，年齢に

応じて変えた方がいいとの考えを持っていた．参加し

た子どもの年齢はＡ：1歳８ケ月，Ｂ：２歳１１ケ月，

Ｃ：２歳３ケ月，Ｄ：２歳９ケ月であったその中で年

齢が低いＡは「プログラムの時間はそのままでいいが

慣れた頃に終わったので回数を増やして欲しい」との

ことであったまたその中で年齢が高かったＢは「回

数はそのままか短くてもいいけど，気分が乗ってきた

頃にパイパイだったので時間はもう少し長い方がい

い」との意見があったｃは，「時間も回数もちょう

どいい」との意見だった子どもの年齢や状態に合わ

せて，時間や回数を設定する必要があると考える．

(3)地域での早期療育システム構築に向けて

肥後の研究グループは，ＣＢＲの考えに基づく「地

域での早期療育システム」の構築を目指し，支援者を

専門家に特化しない低コストのプログラムを試行・検

証している．本研究で検証した保護者支援プログラム

(第二期）は，参加者中心のコストの低いプログラム

である．現在の専門家中心の支援は，高度な支援やプ

ログラムの質の維持がある一方，専門家を養成するコ

ストの高さから，支援の広がりを妨げていることが明

らかになった（宮本２００９)．しかし本研究からも分

かるように保護者の抱える悩みは専門家に頼らなく

ても保護者相互の支援で解決し，互いに認め合い，励

ましそこからまた知識を深め合っていたそのよう

な経験をした保護者の中にはエンパワメントきれ，本

プログラムの必要性を感じ，自主運営の可能性を示唆

する者もいたしたがって，今必要とされていること

は，非専門家にも解決できる問題に「早期」に「出来

る範囲で」支援することが出来るようになるプログラ

ムを地域に広げることであると考えられる．

本プログラムを低コストで展開するためには保護者

が中心となった自主運営が－つの方向』性であると考え

られる．保護者が自主運営を行うためには，プログラ

ムに参加することでその有効性に気づいてもらい，な

おかつ，プログラムの継続と展開に関与できるようエ

ンパワメントをされることが必要となる．そのように

考えると，本研究の保護者支援プログラムのもう一つ

の中心的目的は，「保護者のエンパワメント」となる．

エンパワメントきれた当事者がプログラム運営に携わ

ることで「低コストでのプログラム」の実施可能性が

高まると考えられる．本研究の保護者は，第二期プロ

グラム直後にはエンパワメントされていたにも関わら

ず，半年後の本研究ではエンパワメントの困難さが示

唆されている．この点を改善する方向性としてフォ

ローアップの早期実施などが考えられる．

また本研究の「自主運営の困難性と可能性」とい

うカテゴリーより，「自主運営に必要なもの」が導き

出された．自主運営に必要なものは，「司会・進行の

存在｣，「子どもを見ていてくれるボランティアの存

在｣，「共通の目的意識集団｣，「集まるきっかけ作り」

であることが分かった．

本研究で我々が担った役割を，母親や地域の非専門

家が担うことが出来るように，今後も自主運営に必要

なスキルやエンパワメントの維持力について研究し，

プログラムの試行・検証を続けていくことが今後の課

題である．
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